
新型コロナウイルス感染症に
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日野市新型コロナウイルス感染症対策本部
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はじめに

2

• 新型コロナウイルス感染症の流行開始から３年以上にわたり、市として都や

国と連携するとともに、市内医療機関の全面的な協力のもと「救える命は救

う」という決意をもって流行の波を全力で乗り越えてまいりました。ご理解、

ご協力をいただいた皆様に改めて深く感謝を申し上げます。

• この資料では、第１波から第８波までのコロナとの闘いの軌跡を振り返り、市

や関係機関の対応と成果をまとめました。

• 感染症法や新型インフルエンザ行動計画に則りながら、地域の状況に応じた

対策を実施し、知恵を絞り、積み重ねてきたこの経験を残すことは、今後いつ

現れるとも知れない未知のウイルスへの対応の礎になると考えます。
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１．新型コロナウイルス感染症対策の経過①
年月 流行期 国の対応・おもなできごと 都及び南多摩保健所の対応 日野市の対応

Ｒ２.１ 第１波

・1/24 ダイヤモンドプリンセ
ス号の乗客から都内初の感
染者確認
・感染症法に基づく指定感染
症に指定
・1/30 感染症対策本部設置

・1/29 都電話相談窓口コール
センターを設置
・1/30 都内で初の感染者➡東
京都新型コロナウイルス感染
症対策本部設置

・1/28 健康福祉部内の会議にて対策について情報共有
・1/28 日野市管轄の南多摩保健所との連携体制のもと
市民への周知を行う。（ホームページ、庁内各部から関
係機関へ周知）
・市役所本庁はじめ市内各施設への消毒薬の設置

Ｒ２.２ 第１波

・2/1 新型コロナウイルス感
染症を指定感染症として定
める等の政令施行
・2/28 小学校，中学校，高等
学校及び特別支援学校等に
おける一斉臨時休業につい
て（通知）

・2/5 発症報告南多摩保健所
から日野市へ情報連携開始
・2/7 都「帰国者・接触者電話
相談センター」設置
・2/19 新型コロナウイルス感
染症対応実務者会議（都主催
に健康課防災安全課出席）

・2/3 健康福祉部内の会議にて対策について情報共有
・2/5 日野市新型コロナウイルス対策本部設置
・2/20 第2回「感染症対策本部会議」開催
・2/23 市内初の感染者確認
・市内介護老人保健施設職員感染者判明につき「新型コロ
ナウイルス対策本部」を「日野市危機管理対策本部」へ格
上げ
・2/26 日野市立病院新型コロナウイルス対策本部設置

Ｒ２.３ 第１波
・日野市内各部署施設発症届受
理後疫学調査実施

・3/1～ 放課後子ども教室ひのっちを休止
・3/3 市立幼稚園、小中学校の臨時休業開始（～5/31）
・3/30 日野市立病院 新型コロナウイルス患者受入開始
・危機管理対策本部会議を頻繁に開催し適宜方針決定
・介護認定更新延長
・高齢者施設に対する衛生品の配布
・公共施設の会議室等の貸出休止、休館
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１．新型コロナウイルス感染症対策の経過②
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年月 流行期 国の対応・おもなできごと 都及び南多摩保健所の対応 日野市の対応

Ｒ２.４ 第１波 ・緊急事態宣言

・乳幼児健診、集団胃がん健診等イベント事業中止
・住居確保給付金事業の拡充による生活困窮者支援の実
施（「休業等に伴う収入減」も対象とされ、以後、
支給期間延長や再支給制度も特例措置で追加）

・BCPの取組（各課テレワーク）

Ｒ２.５ 第１波 ・事業者への休業・時短要請

・5/18～ 新型コロナウイルス感染症に係る傷病手当金
を支給（国民健康保険）

・日野市医師会PCR検査センターの設置
・市立病院 発熱外来プレハブ棟運用開始
・特別定額給付金事業実施

Ｒ２.６ 第１波

・6/1 市立幼稚園、小中学校の再開
・6/1～ 新型コロナウイルス感染症に係る傷病手当金
を支給（後期高齢者医療制度）

・庁内コールセンター設置（防災センター）
・新型コロナにり患した場合の重症化リスクが高い妊婦
に対し、こども商品券1万円分を配布（R2.6月～R3.3
月）



１．新型コロナウイルス感染症対策の経過③
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年月 流行期 国の対応・おもなできごと 都及び南多摩保健所の対応 日野市の対応

Ｒ２.７ 第２波

・7/1 市立病院 東京都新型コロナウイルス感染症入
院重点医療機関登録

・日野市介護・障害福祉サービス事業所に対する新型コ
ロナウイルス感染症拡大防止対策支援金支給

・高齢者施設の濃厚接触者以外の者に対する検査キット
を配布

Ｒ２.８ 第２波 ・事業者への時短要請
・8/25～ 利用者を制限した「新たな放課後子ども教
室」を実施

Ｒ２.９ 第２波

・9/8～ 日野市ホームページで感染症患者数の公表開
始

・福祉避難所濃厚接触者受け入れ施設体制整備（生活・
保健センター高齢者福祉避難所 開設・運営マニュア
ルに位置づけ）

Ｒ２.10 第２波 ・発熱相談センター開設
・高齢者施設におけるPCR検査
経費を助成（東京都）

・新型コロナと季節性インフルの同時流行に備え、高齢
者インフルエンザワクチンの無料接種（自己負担
2,500円を補助）

Ｒ２.11 第３波 ・緊急事態宣言
・『こんにちは赤ちゃん臨時定額給付金』を開始
（R2.4.28からR3.3.31生まれの乳児対象）



１．新型コロナウイルス感染症対策の経過④
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年月 流行期 国の対応・おもなできごと 都及び南多摩保健所の対応 日野市の対応

Ｒ２.12 第３波 ・年末年始疫学調査継続

・12/14、21 市内介護サービス事業所への感染対策研
修実施

・介護サービス事業者出張研修（5事業所訪問）
・12/21～ 日野市PCR検査体制確保事業（高齢者・障害
者施設入所者・利用者等を対象に）

・在宅要介護者受入体制整備事業開始
・年末年始健康課保健師南多摩保健所疫学調査派遣（都
と協議し研修位置づけ）

Ｒ３.１ 第３波

・通所系サービス事業所休業支援金支給
・日野市福祉避難所へ新型コロナウイルス感染症拡大防
止対策物品配布

・介護人材創出事業（コロナ禍で就労機会を失った求職
者向け）の実施

Ｒ３.２ 第３波
・コロナワクチン特例臨時接
種開始

Ｒ３.３ 第３波
・コロナワクチン医療従事者接種開始
・高齢者施設に対する簡易陰圧装置の設置に係る経費支
援



１．新型コロナウイルス感染症対策の経過⑤

8

年月 流行期 国の対応・おもなできごと 都及び南多摩保健所の対応 日野市の対応

Ｒ３.４ 第４･５波 ・緊急事態宣言
・高齢者施設等の職員に対する
週1回程度の検査を実施（東
京都）

・コロナワクチン高齢者施設等施設接種開始
・GIGAスクール構想によるネットワーク、端末を活用し
た学習活動開始

Ｒ３.５ 第４･５波 ・まん延防止等重点措置
・コロナワクチン集団・個別接種開始
・コロナワクチン庁内コールセンター設置（防災セン
ター）

Ｒ３.６ 第４･５波 ・緊急事態宣言

・新型コロナウィルス感染症生活困窮者自立支援金事業
の創設による生活支援と就労自立の促進を実施（社会
福祉協議会の緊急小口資金等の特例貸付を借り終った
などの世帯が対象）

Ｒ３.７ 第４･５波 ・東京2020オリンピック
・8/20～ 陽性者への食料支援開始（置き配）
・パルスオキシメーターを確保し、市内の発熱外来に配
備

Ｒ３.８ 第４･５波 ・東京2020パラリンピック
・電話診療体制整備のため、携帯電話等の購入費として
医師会に補助金を交付（150万円）

・9/13～ 学級閉鎖時等の子どもへのPCR検査開始



１．新型コロナウイルス感染症対策の経過⑥
年月 流行期 国の対応・おもなできごと 都及び南多摩保健所の対応 日野市の対応

Ｒ３.10 第４･５波
・10/4 生活保健センター福祉
避難所換気調査

・生活保健センター福祉避難所換気調査
・子ども関連施設PCR 検査体制確保事業（市内子ども関
連施設において感染者発生の際、行政検査対象外と
なった方のうち検査を希望される方を対象に10/13か
ら実施）

・10/19 市立病院が東京都診療・検査医療機関に指定

Ｒ３.11 第６波 ・オミクロン株が発生

・11/1～ 健康課内新型コロナあんしん健康相談窓口設
置

・臨時特別給付金事業実施「コロナ克服・新時代開拓の
ための経済対策」（対象は令和3年度住民税非課税世
帯ほか）

Ｒ３.12 第６波
・コロナワクチン３回目接種
開始

・オミクロン株に関する緊急対
応

・季節性インフルエンザと新型コロナの同時流行での医
療機関ひっ迫に備えるため、年末年始に発熱外来を行
う医療機関に対し助成金を交付。（4時間あたり、10
万円）

・介護人材創出事業（新規雇用＋離職対策）の実施

Ｒ４.１ 第６波

・第1回南多摩保健所＋3市健康
課＋３市医師会定例会議開催
（週１回火曜日開催）

・オミクロン株の急速拡大に伴
う緊急対応

・うちさぽ東京開設

・高齢者福祉避難所(生活・保健センター）に感染症対
策備品購入

9



１．新型コロナウイルス感染症対策の経過⑦
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年月 流行期 国の対応・おもなできごと 都及び南多摩保健所の対応 日野市の対応

Ｒ４.２ 第６波
・コロナワクチン小児接種開
始

・新型コロナあんしん健康相談看護師派遣開始（土曜日
含２名体制）

・市立病院 自宅療養者への健康観察開始
・高齢者施設等へ衛生用品の配布開始

Ｒ４.３ 第６波
・コロナワクチン小児（５～11歳）接種開始
・介護人材育成補助事業（新規就労者に対する感染対策
初期費用を支援）実施

Ｒ４.４ 第６波
・4/1～ 放課後子ども教室ひのっちを再開
・臨時特別給付金事業実施「総合緊急対策」（対象は令
和4年度住民税非課税世帯ほか）

Ｒ４.５ 第６波
・リバウンド防止措置
・コロナワクチン４回目接種
開始

・日野市福祉避難所へ新型コロナウイルス感染症拡大防
止対策物品配布

Ｒ４.６ 第７波
・コロナとの共存に向けた都の
方針

・コロナワクチン4回目接種開始
・日野市介護・障害福祉サービス事業所に対する新型コ
ロナウイルス感染症拡大防止対策支援金支給

Ｒ４.７ 第７波 ・介護人材創出事業（定着支援対策）の実施



１．新型コロナウイルス感染症対策の経過⑧
年月 流行期 国の対応・おもなできごと 都及び南多摩保健所の対応 日野市の対応

Ｒ４.８ 第７波
・東京都陽性者登録センター開
設

・8/29 東京都と市町村における新型コロナウイルス感
染症陽性者等の支援活動に係る個人情報の取り扱いに
関する協定書締結

・陽性者ポスティング訪問開始
・市立病院にて抗原検査キットの配布を開始
・福祉避難所BCP作成業務支援事業実施

Ｒ４.９ 第７波
・全数把握見直し
・オミクロン株対応ワクチン
接種開始

・食料配送一時休止
・コロナワクチンオミクロン対応ワクチン接種開始

Ｒ４.10 第７波
・コロナワクチン乳幼児接種
開始

・10/1～ 新型コロナあんしん健康相談看護師派遣１名
体制

・新型コロナと季節性インフルの同時流行に備え、高齢
者インフルエンザワクチンの自己負担2,500円を補助

Ｒ４.11 第７波

・抗原定性検査キットを3000キット取り寄せ、医師会を
通じ、各医療機関へ配布。

・コロナワクチンオミクロン乳幼児（6か月～4歳）接種
開始

Ｒ４.12 第８波
・災害等に備え、抗原定性検査キットを追加で3000キッ
ト取り寄せ、健康課へ保管。

Ｒ５.５
・5/8 新型コロナウイルス
感染症の感染症法上の位置
づけが５類感染症に移行

・国・都の本部会議が廃止になることに伴い、日野市新
型コロナウイルス感染症対策本部を廃止 11



２．日野市における感染状況①

12

※令和２年９月８日～令和４年９月２６日公表分まで(発症届限定化が施行される以前まで)

デルタ株：2021年3月下旬に検疫で初めて検出、4月に日本国内で感染者が確認された
オミクロン株：2021年11月末に検疫で初めて検出、12月に日本国内で感染者が確認された



２．日野市における感染状況②
※令和4年９月27日～令和5年5月7日公表分まで(※発症届対象の方のみを計上)

※発生届対象の方
のみを計上

• 65歳以上の方
• 妊娠している方
• 入院を要する方
• 重症化リスクが
あり、かつ治療
を要する方
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３．新型コロナウイルスへの取り組み

（１）会議の実施経過
①緊急事態宣言の発出状況

14

第1回 緊急事態宣言 令和２年４月７日（火）～５月２５日（木）

第２回 緊急事態宣言 令和３年１月８日（金）～３月２１日（日）

まん延防止措置 ４月１２日（月）～５月１１日（火） ※日野市は対象外 （立川市、八王子市、府中市など）

第３回 緊急事態宣言 ４月２５日（日）～６月２０日（日）

まん延防止措置 ６月２１日（月）～７月１１日（日）

第４回 緊急事態宣言 ７月１２日（月）～９月３０日（日）

まん延防止措置 令和４年１月２１日（金）～３月２1日（祝・月）



３．新型コロナウイルスへの取り組み

（１）会議の実施経過
②対策会議について

15

日野市特措法
新型コロナウイルス
対策本部

緊急事態宣言が発出された期間に設置。
新型インフルエンザ等対策特別措置法第３４条第１項で、市町村対策本部会議を設
置しなければならないとされている。
令和２年４月から令和３年９月までの期間に５１回開催された。
[根拠]日野市新型インフルエンザ等対策本部条例

日野市新型コロナウ
イルス感染症対策本
部

都内の感染者増加、市内感染者の発生・増加に備え、迅速かつ適切な感染拡大防
止体制が取れることを目的に設置。緊急事態宣言が発出されていない期間には、
主にこの本部会議で対策が検討された。
令和２年２月から令和５年５月までの期間に４２回開催された。

日野市危機管理対策
本部

市内で初めて感染者が確認された令和２年２月に設置。
その後の感染拡大に備え、市として全庁的に感染症対策に取り組み、国や都との
情報共有、調整、密接な連携を強力に推進。
令和２年２月から令和２年４月までの期間に３４回開催された。
[根拠]日野市危機管理基本指針

ワクチン会議
ワクチン接種に関する会議
令和３年１月から令和５年５月までの期間に71回開催された。



３．新型コロナウイルスへの取り組み

（１）会議の実施経過
③対策会議実施状況

期間
日野市新型

コロナウイルス
感染症対策本部

日野市危機管理
対策本部

日野市特措法
新型コロナウイルス

対策本部
備考

令和2年2月5日～2月22日 3回

2月23日～4月7日 34回 2/21市内で初めての感染者確認

4月8日～5月25日 36回 緊急事態宣言① 4/7～5/25

5月26日～令和3年1月8日 25回

1月9日～3月21日 6回 緊急事態宣言② 1/8～3/21

3月22日～4月23日 3回 まん延防止措置 4/12～5/1

4月24日～6月20日 5回 緊急事態宣言③ 4/25～6/20

6月21日～7月11日 まん延防止措置 6/21～7/11

7月12日～9月30日 4回 緊急事態宣言④ 7/12～9/30

10月1日～令和5年5月7日 11回 まん延防止措置 R4.1/21～3/21

合計 42回 34回 51回

※回数は本部会議及び情報交換会の回数

16



３．新型コロナウイルスへの取り組み

（２）検査体制
①日野市医師会PCR検査センター

[経緯]

新型コロナウイルスの感染疑いのある方に対する検査拡充が課題

・2020年4月頃から日野市内でも地域クリニックでの発熱者対応の増加

・市立病院でのPCR検査受け入れにも限界がある

・他の医療機関からも未知のウイルスへの対応に苦戦しているといった話が聞かれた

日野市医師会PCR検査センターを設置
・日野市医師会が主体
・市民の感染者への治療を適切に行い感染拡大を防ぎ、適切な医療提供を維持
する目的で設置
・日野市は運営体制を確保・維持継続するために必要な経費の補助を実施

17



３．新型コロナウイルスへの取り組み

（２）検査体制
①日野市医師会PCR検査センター

[実施場所]

旧ひの社会教育センター

[運営時間]

運営時間は週３回（月、木、金）で１３:００～１５:００

[受検の流れ]

かかりつけ医
を受診

医師がPCR
検査の要否を
判断

日野市医師会
PCR検査セン
ターを紹介

（かかりつけ
医が電話し予
約）

予約した日に
患者は検査セ
ンターにて検
査を実施

結果を日野市
医師会PCR
検査センター
からかかりつ
け医へ連絡

かかりつけ医
が患者へ結果
通知

18



３．新型コロナウイルスへの取り組み

（２）検査体制
①日野市医師会PCR検査センター

[実績]

◆検査数等

※市内における検査可能医療機関（発熱外来）が
増加したため、令和4年10月1日より休止。

検査数 陽性者数 陽性率

R2年度 563 28 4.9%

R3年度 367 117 31.8%

R4年度（９月実施分まで） 39 15 38.4%

合計 969 160 16.5%
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３．新型コロナウイルスへの取り組み

（２）検査体制
②日野市PCR検査体制確保事業

[対象施設]

市内の重症化するリスクの高い高齢者や基礎疾患がある障害者等に対して、サービス提供
をしている施設・事業所の利用者および職員（東京都が検査の補助を行っている対象施設
及び対象者は除く）

20

［事業概要］

新型コロナウイルスに感染すると重症化するリスクの高い高齢者又は障害者等が利用する
施設に対し、新型コロナウイルス感染症に係るPCR 検査を実施

[検査実施対象]

・濃厚接触者と判定された方以外で、感染拡大防止のためにさらなる検査の必要があると
市が判断した者

・新規に入所（短期入所）する者 など



３．新型コロナウイルスへの取り組み

（２）検査体制
②日野市PCR検査体制確保事業

［庁内体制］

高齢福祉課、障害福祉課、健康課の
3課協働で実施

ハイリスク
施設等

高齢福
祉課

健康課
障害福
祉課

［検査の流れ］

・施設等申請の窓口
・検査対象の確認等

・検査事業者への依頼
・検査結果の収受
・各課の対応における
相談対応など

・施設等申請の窓口
・検査対象の確認等

感染者

発生

①検査希望者

検査希望者の提出

（施設→●●）

②対象者の決定●

③対象者の報告
（●●→施設）

④申込書兼同意書

作成

（施設→●●）

⑤検査会社へリスト
を提出

（●→検査事業所）

⑥検査キットの配布

（●●→施設）

⑦希望者検体採取
（施設）

⑧提出（施設→検査
事業所）

⑨検査（検査事業所）

⑩検査結果の通知
（検査事業所

→施設・●）

⑪支払い（月払い）
(●→検査事業所)

●高齢福祉課 ●障害福祉課 ●健康課

21



３．新型コロナウイルスへの取り組み

（２）検査体制
②日野市PCR検査体制確保事業
[実績]
◆検査数

◆実施施設・事業所数（令和２年１月～令和5年5月7日まで）

高齢者施設 障害者施設

実施施設・事業所数 23 25

・短期入所サービス
・共同生活援助施設
・通所サービス
・訪問系サービス 等

22

令和2年度
（１月～3月末まで）

令和３年度 令和４年度 令和5年度
（5月7日まで）

検査数 陽性者
数

検査数 陽性者
数

検査数 陽性者
数

検査数 陽性者
数

高齢者施設 34 0 242 1 407 4 2 0

障害者施設 0 0 127 10 230 7 0 0

合計 34 0 369 11 637 11 2 0



３．新型コロナウイルスへの取り組み

（２）検査体制
③子ども関連施設PCR検査体制確保事業

［事業概要］

市内子ども関連施設において新型コロナウイルス感染者が発生した場合のサービス
の継続や感染への不安解消を目的に、対象者に対し新型コロナウイルス感染症に係る
PCR検査を実施

23

［実施期間］

令和3年10月13日～令和5年5月7日

［検査実績］

令和3年度：25件（令和3年10月13日～令和4年3月31日）

令和4年度：76件

令和5年度： 0件（令和5年4月1日～5月7日）



３．新型コロナウイルスへの取り組み

（３）学校における感染対策

• 文部科学省衛生管理マニュアルに基づく感染予防・感染拡大防止対策の実施による学校運営の
継続

• 学校臨時休業期間における子どもたちの居場所づくり

• ＧＩＧＡスクール構想によるネットワーク・端末の整備（感染拡大時の臨時休業や感染予防等によ
り登校できない児童生徒への学びの継続にも活用）

• 学校情報配信システムの整備（学級閉鎖等の緊急情報を特定の対象者に即時発信できるシステ
ムを導入）

• 臨時休業等に伴う保護者負担の軽減・経済支援（臨時休業に伴う学校給食食材費の補てん、宿
泊行事の中止に伴うキャンセル料の補助、就学援助制度における家計急変への対応）

• 子どもへのＰＣＲ検査の実施（学級閉鎖を行ったクラスの希望者等を対象）

24



３．新型コロナウイルスへの取り組み

（４）市立病院における取り組み
①発熱外来の開設

• 新型コロナウイルス感染拡大の第１波から対応

• 土日祝日を除く週５日の午前中に診療を受付

発熱外来受診件数 PCR検査数 PCR検査陽性率

令和２年度 ２，４６６ ６，７０９ ３．６％

令和３年度 ４，３０５ １１，３１６ １５．１％

令和４年度 ４，９２８ １２，８４０ ２３．４％

令和５年度 ８８ ６６４ ４．４％

合計 １１，７８７ ３１，５２９ １５．８％

※PCR検査数は発熱外来以外の入院患者等の件数も含まれます

25



３．新型コロナウイルスへの取り組み

（４）市立病院における取り組み
②東京都新型コロナウイルス感染症入院重点医療機関

• 令和２年７月に登録

• 南多摩保健所からの入院要請、発熱外来の要請者等への対応

陽性入院患者数 延べ入院患者数

令和２年度 ２４５ ２，１９４

令和３年度 ３６４ ２，９４０

令和４年度 ２９３ ２，４４２

令和５年度 ７ ５６

合計 ９０９ ７，６３２

26



３．新型コロナウイルスへの取り組み

（４）市立病院における取り組み
③自宅療養者への健康観察

• 令和４年２月から看護師が電話にて実施

• 対象 ①５０歳以上（令和４年７月～６５歳以上）

②ラゲブリオを処方（年齢不問）

③中和抗体薬による治療後退院

• 発症日から１０日間のうち土日を除く平日のみ実施し、結果をHER-SYSに入力

• 令和５年５月７日まで 延べ８４９人、3,458回実施

④抗原定性検査キットの配布

• 令和４年８月から実施

• 発熱外来の混雑緩和を目的として、発熱外来の来院者等へ説明

• 延べ３３６個を配布
27



３．新型コロナウイルスへの取り組み

（５）自宅療養者への支援
①食料支援

28

第4・5波の感染拡大により、東京都からの食料支援が遅延

救える命を救うべく自宅療養者への食料支援を実施

［ポイント］
・３食×３日分の食料を簡単に食べられるもの中心にセレクト。

・都の配布品を基本に、職員の意見を参考に取り入れ、体調がすぐれない
中でも食べやすいゼリー・果物缶などを追加。

◀自宅療養者向けに配布する食料品の一例



３．新型コロナウイルスへの取り組み

（５）自宅療養者への支援
①食料支援

29

[対象者]

新型コロナウイルスと診断された自宅療養中の方で、東京都からの食料支援がまだ届
いていない方（濃厚接触者は除外）

[申し込み方法]

対象者より直接市へ申し込み

[配達方法]

自宅前へ配達（インターホンを押し、置き配）

[実績]



３．新型コロナウイルスへの取り組み

（５）自宅療養者への支援
②パルスオキシメーター

30

パルスオキシメーターを確保し、市内の発熱外来に配備

第4・5波における感染急拡大により都からの自宅療養者へのパルスオキシメーターの配
布に遅れが生じる

自宅療養者等の中等症を早期に発見し的確な治療につなげるために市でパルスオキシ
メーターを確保し、自宅療養を診る医師会に提供。医療機関を通じて患者にパルスオキ
シメーターの提供（300個）を実施。

かかりつけ医が迅速かつ的確に電話診療ができるように体制整備→補助金を交付（150
万円）

③電話診療体制整備



３．新型コロナウイルスへの取り組み

（６）東京都及び南多摩保健所との連携
①東京都及び南多摩保健所と日野市の役割

31

感染症法に基づく新型コロナウイル
ス感染患者発生時の対応(感染者
や濃厚接触者に関すること)は、保
健所が主体となり行っているが、感
染症対策を推進するためには国・東
京都・日野市が相互に連携しながら、
それぞれの役割を果たしていくこ
とが重要である。
特に保健所と市町村の連携が重要
となることから、日野市は東京都南
多摩保健所と連携して取り組んで
きた。

※1）発生状況報告：都が都内全域の報告を一括して実施

※2）積極的疫学調査：感染症又は感染症の疑いが濃厚な患者が発生した場合や、集団発生が認められる場
合等にその動向や原因等を把握し感染症の拡大防止を図るため、当該患者及び関係者に対して行う。



３．新型コロナウイルスへの取り組み

（６）東京都及び南多摩保健所との連携
②福祉避難所濃厚接触者受け入れ施設体制整備

32

・南多摩保健所と協議し、生活保健センター3階集会室

を隔離室として確保

・保健所による換気調査実施

・濃厚接触者の方へは、保健所から周知啓発チラシを配

布（右記参照）

・令和2年12月29日から令和3年1月3日、健康課保健
師4名が研修の位置付けで南多摩保健所へ派遣業務実
施

③年末年始 健康課保健師 南多摩保健所疫学調査派遣



３．新型コロナウイルスへの取り組み

（６）東京都及び南多摩保健所との連携
④市内介護サービス事業所への感染対策研修実施

33

［実施期間］令和3年12月～令和4年3月

［庁内体制］健康課、在宅療養支援課、高齢福祉課の保健師が中心となり3課協働で実施

●事業所職員が利用者宅へ訪問する際の感染対策研修

［対象事業所と対象者］

［集合研修］同じ内容で２日間実施 場所：生活保健センター３階集会室

内容：ヘルパーやケアマネージャーが個人宅を訪問する際や介護サービスを提供する際に気を付けるべき感染対策

［動画配信］ 会場に参加できない方を対象に上記研修内容を録画し、You Tubeで配信

訪問介護（主にヘルパー） 居宅介護支援（主にケアマネジャー）

42事業所（訪問介護30、訪問看護12） 38事業所

１日目 ２日目

令和３年12月14日（月）10時～12時 令和３年12月21日（月）10時～12時

参加人数 22名（16事業所） 参加人数 17名（9事業所）



３．新型コロナウイルスへの取り組み

（６）東京都及び南多摩保健所との連携
④市内介護サービス事業所への感染対策研修実施

34

●介護サービス事業所内での感染対策研修

［対象事業所］

場所：各事業所に保健師（健康課、在宅療養支援課、高齢福祉課）が訪問し研修を実施

内容：事業所ごとの感染対策についての確認と現場をみてのアドバイス （換気、消毒、手洗い等）

［研修実施事業所］

通所介護 通所リハビリ 特別養護老人ホーム 居宅介護事業所

４事業所 ０事業所 ２事業所 ２事業所

通所介護 通所リハビリ 特別養護老人ホーム

56事業所 8事業所 8事業所



３．新型コロナウイルスへの取り組み

（６）東京都及び南多摩保健所との連携
⑤陽性者ポスティング訪問

35

[経緯]

自宅療養中の新型コロナウイルス感染症患者等に対する支援について、南多摩保健所
より、「陽性判定後、保健所と連絡が取れない方（療養状況が確認できない方）」の安否
確認の依頼あり

対象患者について、当該患者の自宅へポスティング及び目視確認を実施

・ポスティング

患者宅の呼び鈴等は鳴らさず、保健所が提示する文面を患者宅に投函

・患者自宅の目視確認

室内の点灯、エアコン室外機の稼働、郵便受けの滞留、洗濯物、室内の物音等患者宅に

おける外部からの確認



３．新型コロナウイルスへの取り組み

（６）東京都及び南多摩保健所との連携
⑤陽性者ポスティング訪問

36

［実施状況・結果］

• 8月～12月までに17件実施（最
年少10歳、最高齢81歳）

• ポスティング後、ほぼ全対象者か
ら南多摩保健所へ連絡をいただ
くことができた

10代

１人

20代

５人

40代

２人
50代

１人

60代

６人

70代

２人

80代

２人

10代

20代

40代

50代

60代

70代

80代



３．新型コロナウイルスへの取り組み
（６）東京都及び南多摩保健所との連携

⑥市町村における新型コロナウイルス感染症陽性者等の支援活動に係る個人情報の

37

東京都から日野市民の全陽性者及び濃厚接触者の情報提供を受けられるよう、都と協
定を締結

[目的]

平常時の食料支援、災害時の安否確認、及び感染拡大防止に配慮した避難支援活動を
行うため

[実施内容]

東京都から、毎日ＬＧＷＡＮ（総合行政ネットワーク）上のファイル共有システム（Smooth 
File)を用いて情報収受（濃厚接触者においては災害のおそれがあると認める時又は災
害時に限定して提供）

取り扱いに関する協定書締結



３．新型コロナウイルスへの取り組み

（７）新型コロナあんしん健康相談窓口

38

［相談担当］ 健康課の保健師＋派遣看護師2名（令和４年２月より派遣を依頼）

［回線］ 専用の回線を設置（5台の電話機を設置）

※健康課への直通電話でも対応

［相談日時］ 月曜日～金曜日 8時30分から17時15分まで

※感染急拡大時期（第6波、第7波）においては土曜日も対応

主な相談内容：発熱外来、濃厚接触者の定義、自宅療養期間など[実績]

期間 相談人数（実人数） 相談件数（延件数）

令和3年度 3,515人 3,810件
令和4年度 4,878人 5,414件

令和5年度（5月7日まで） 27人 27件



３．新型コロナウイルスへの取り組み

（８）ワクチン接種

39

［接種目的］
新型コロナウイルス感染症の発症を予防し、死亡者や重症者の発生をできる限り減らし、
結果として新型コロナウイルス感染症のまん延の防止を図る。

［接種体制］

接種は、国の指示のもと、都道府県の協力により、日野市においても実施することとな
る。日野市では、令和3年5月12日から市内3か所に集団接種会場を設置し接種を開始
した。また、同時に市内の医療機関にて個別接種を開始した。

［日野市の接種人数（令和５年５月７日時点）］

※対象者数：180,309人（5回目：160,039人）

接種回数 1回目 2回目 3回目 4回目 5回目

接種人数 154,043人 153,315人 128,716人 85,441人 41,097人

接種率 85.4% 85.0% 71.4% 47.4% 24.3%



３．新型コロナウイルスへの取り組み

（８）ワクチン接種
①初回接種（１・２回接種）

40

ワクチン接種の優
先順位

重症化リスクの大きさ、医療提供体制の確保などを踏まえ、医療従事者、高齢者、基礎疾
患を有する者及び高齢者施設等の従事者を優先すると示された。

開始時期（国） 令和３年２月17日

対象者 16歳以上の方（令和３年６月より12歳以上に拡大）

対象者数(注１) 約160,000人

接種開始
令和３年５月12日 集団接種会場開始 ※会場ごとに段階的に開始
令和３年５月12日 個別会場（市内医療機関）接種開始
※令和３年３月15日以降、医療機関従事者および高齢者施設等従事者について先行接
種開始

新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止し、市民の生命と健康を守り、併せて社会経済活動との両立を
図るために、予防接種法附則第７条（以降の改正は別途資料参照）の特例規定にもとづき実施。

注１：対象者数については接種開始当初の人数としています（次ページ以降も同様）



３．新型コロナウイルスへの取り組み

（８）ワクチン接種
②追加接種（３回目接種）

41

開始時期（国） 令和３年12月１日

対象者 初回接種（１・２回目）を完了している18歳以上の方（令和４年３月より12歳以上に拡大）

対象者数 約130,000人

接種開始

令和４年１月24日 集団接種会場開始
令和４年２月１日 個別会場（市内医療機関）接種開始
※令和３年12月12日以降、医療機関従事者および高齢者施設等従事者について
先行接種開始

接種券 ・接種間隔の短縮や対象年齢の引き下げなどもあり発送計画を複数回変更

・予約の集中を防ぐため、約10,000件ずつ分散して接種券を発送

新型コロナワクチンはすべての対象者において感染予防効果が経時的に低下すること、また、高齢者において
は重症化予防効果についても低下する可能性を示唆する報告があることなどを踏まえ、感染拡大防止および
重症化予防の観点から２回目接種完了者すべてに対して接種を実施。



３．新型コロナウイルスへの取り組み

（８）ワクチン接種
③小児（５歳から11歳）初回接種（１・２回接種）

42

開始時期（国） 令和４年２月２１日

対象者 1回目接種日時点で5歳から11歳の方

対象者数 １１,２７０人

接種開始
令和４年３月１１日 集団接種会場開始
令和４年３月１5日 個別会場（市内医療機関）接種開始

接種体制
・接種を希望されるお子様やその保護者が安心して円滑に接種を受けられるよう、医師会
や医療機関等の協力のもと、個別接種と集団接種により小児への接種を実施。
・個別医療機関は小児科のみで接種可能とし、集団接種会場は小児科医を常駐させ、医師
が接種をし、小児の扱いに慣れている看護師が安全の確保をする体制とした。

小児（５歳から11歳）における新型コロナウイルス感染症に関しては、中等症や重症例は少ないものの、新規感
染者の増加に伴い、中等症や重症例の症例数は増加傾向にあることを踏まえ、新型コロナウイルス感染症の発
症を予防するとともに、重症例の発生を抑制することを目的として接種を実施。



３．新型コロナウイルスへの取り組み

（８）ワクチン接種
④追加接種（４回目接種）

43

開始時期（国） 令和４年５月25日

対象者

追加接種（３回目接種）を完了している
①「60歳以上の方」、②「18歳以上59歳以下で、基礎疾患等のある方、その他重症化リス
クが高いと医師が認める方」、③「18歳以上59歳以下の医療従事者等及び高齢者施設等
従事者の方」（令和４年７月22日より追加）

対象者数 約70,000人

接種開始
令和４年６月２日 集団接種会場開始
令和４年７月１日 個別会場（市内医療機関）接種開始

市医師会の協力
令和4年7月22日から追加となった、医療従事者の早期接種のために、市医師会において
も市医師会館を使用した従事者向けの集団接種を実施したため、多くの医療従事者が早
期に接種を受けることができた。

新型コロナワクチン3回目接種後のワクチンの有効性の持続期間や、現時点までに得られている４回目接種の
有効性・安全性に関する知見を踏まえ、重症化予防を目的として接種を実施。



３．新型コロナウイルスへの取り組み

（８）ワクチン接種
⑤小児（５歳から11歳）追加接種（３回目接種）

44

開始時期（国） 令和４年９月６日

対象者 初回接種（１・２回目接種）が完了した５歳から１１歳の方

対象者数 約2,000人

接種開始
令和４年９月30日 集団接種会場開始

令和４年10月２日 個別会場（市内医療機関）接種開始

・子どもの感染者数の増加とともに、重症化数も増加傾向にある中、追加接種を行うことにより発症予防効果
が回復すると報告されていることから接種を実施。

・時間の経過とともに低下する発症予防効果について、追加接種によりその効果を高めることを踏まえ、感染
拡大防止および重症化予防の観点から２回目接種完了者すべてに対して接種を実施。



３．新型コロナウイルスへの取り組み

（８）ワクチン接種
⑥オミクロン株対応ワクチン接種（３回目接種以降）

45

開始時期（国） 令和４年９月20日

対象者 初回接種を完了している12歳以上の方

対象者数 約140,000人

接種開始
令和４年９月29日 集団接種会場開始
令和4年10月4日 個別会場（市内医療機関）接種開始

・オミクロン株の流行が続く中、従来ワクチンを上回る重症化予防効果や、短い期間ではあるものの、感染予防
効果や発症予防効果も期待される。

・オミクロン株とオリジナル株の両方の成分を含み、２種類の異なる抗原が提示されることから、今後の変異株
に対しても有効である可能性がより高いと期待されることから接種を実施。



３．新型コロナウイルスへの取り組み

（８）ワクチン接種
⑦乳幼児（６カ月から４歳）接種（１～３回目接種）

46

開始時期（国） 令和４年10月24日

対象者 １回目接種日時点で生後６カ月から４歳の方

対象者数 約6,600人

接種開始 令和４年11月15日 個別会場（市内医療機関）接種開始

・乳幼児（６カ月から４歳）の新型コロナウイルス感染症において、重症例の割合は少ないものの、オミクロン株
の流行に伴い、新規感染者が増加する中で、重症に至る症例数が増加傾向にあることが報告されている。

・現在の新型コロナウイルス感染症のまん延状況や、ワクチンに関する有効性（発症予防効果）や安全性を踏ま
えて、乳幼児へのワクチン接種を実施。



３．新型コロナウイルスへの取り組み

（８）ワクチン接種
⑧日野市の接種人数（全体） 令和５年５月７日時点

47

接種回数 １回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目

接種人数 154,043人 153,315人 128,716人 85,441人 41,097人

接種率 85.4％ 85.0％ 71.4％ 47.4％ 24.3％

接種回数 １回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目

接種済人数
（12歳以上） 4,709人 37,321人 41,094人

接種済人数
（5歳～11歳） 23人 183人

うち、オミクロン株対応ワクチン接種

対象者合計：180,309人（5回目：160,039人）※

※対象者数は令和3年12月1日の人口を基準としています
※１～４回目の接種実績は5歳以上の方、5回目の接種実績は12歳以上の方を対象としています



３．新型コロナウイルスへの取り組み

（８）ワクチン接種
⑨日野市の接種人数（年代別） 令和５年５月７日時点

48

接種回数 １回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目

接種済人数 343人 302人 200人

接種率 5.4％ 4.7％ 3.1％

接種回数 １回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目

接種済人数 2,308人 2,128人 1,049人 211人

接種率 20.5％ 18.9％ 9.3％ 1.9％

５～11歳：11,270人

６カ月～４歳：6,374人（生後６カ月の対象者数の算出は、０歳児を1/2にした数としています）

12～19歳：13,407人

接種回数 １回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目

接種済人数 9,844人 9,710人 6,555人 2,650人 5人

接種率 73.4％ 72.4％ 48.9％ 19.8％ 0.0％



３．新型コロナウイルスへの取り組み

（８）ワクチン接種
⑩新型コロナワクチンの臨時予防接種に係る法令等の体系(令和４年3月8日施行時点)

49



３．新型コロナウイルスへの取り組み

（８）ワクチン接種
⑪日野市医師会による接種

50

［集団接種］
主に需要のある休日に接種を実施し、初回接種を推進
令和3年7～10月：2,593人（接種人数）

［訪問接種］
接種会場まで自力で来れない方に対応するため、医師が訪問して接種を推進
・令和3年度：1,101件（延べ件数）
・令和４年度： 780件（延べ件数）

［巡回接種］
高齢者施設等に医師が赴き、接種を推進
・令和3年度：567件（延べ件数）
・令和4年度（令和5年2月まで）：435件（延べ件数）

［接種会場］
日野市生活・保健センター



３．新型コロナウイルスへの取り組み

（８）ワクチン接種
⑫日野市民接種者における接種会場の利用割合

51
（注1：日野市医師会非加入医療機関を含む）

初回接種（１・２回目接種）
（令和5月7日時点）

オミクロン株対応ワクチン（3回目接種以降）
（令和5月7日時点）

接種機関の中では、市内個別医療機関が大きな割合を占めている

個別医療機関

(注1）

48%

集団接種会場

38%

職域接種会場

13%

大規模接種会場

1%

個別医療機関

(注1）

集団接種会場 職域接種会場 大規模接種会場

個別医療機関

(注1）

57%

集団接種会場

36%

職域接種会場

1%

大規模接種会場

6%

個別医療機関

(注1）

集団接種会場 職域接種会場 大規模接種会場



３．新型コロナウイルスへの取り組み

（９）市民への情報提供・啓発
①HPの作成

52

日々更新される新型コロナウイルス
感染症に関する情報提供を実施
（令和2年1月28日より）
市民が市のHPで情報を把握できる
よう情報を随時更新

・感染予防の方法
・感染が心配な場合の対応
・感染した場合の対応
・相談方法
・無料PCRのご案内 など

日野市HP



３．新型コロナウイルスへの取り組み

（９）市民への情報提供・啓発
②日野市感染者数の公表

53

令和2年9月8日から日野市ホームページ感染症患者数の公表開始

[日報]

東京都から公表を受けた日々の感染者数、療
養状況、患者情報(男女、年代）を公表。

[月報]

月別に年代、男女別をまとめ、公表。

※令和４年９月２６日からは、発
生届の限定化に伴い、発生届対
象の方のみの情報提供を開始。



３．新型コロナウイルスへの取り組み

（９）市民への情報提供・啓発
③感染防止啓発等の情報掲示

54

市内各所へのポスターや市役所内のデジタルサイネージに情報掲示



３．新型コロナウイルスへの取り組み

（９）市民への情報提供・啓発
④広報ひの臨時号・ワクチンニュースの発行

55

［広報ひの臨時号］ ［ワクチンニュース］
令和４年1月以降18回発行

迅速かつ的確にコロナウイルスワクチン接種
に係る情報を市民に周知

令和２年４月以降15回発行



３．新型コロナウイルスへの取り組み

（９）市民への情報提供・啓発
⑤LINE、Facebookの活用

56

Facebook

2020年11月20日(金)
[新型コロナウイルスの感染拡大防止にご協力を]
東京都内の患者数が2日間連続で500人を超えました。また
日野市の患者数も11月以降は急増しています。この3連休は、
会食時の注意事項[5つの小]を合言葉に、感染リスクを下げ
ましょう。

2022年3月5日（土）
「感染拡大防止にご協力お願いします」
子どもを持つ家庭内での感染が増えております。引き続きこまめな手洗い、
手で触れる部分の消毒、定期的な換気など基本的な感染対策を徹底し、感染
拡大防止にご協力お願いします。詳細は市ホームページをご確認ください。

2022年12月19日（月）
「東京都臨時オンライン発熱診療センターの開設について」
今冬の新型コロナウイルス感染症とインフルエンザの同時流
行・感染拡大による発熱外来のひっ迫時等に対応するため、
発熱などの体調不良があり、診療や薬の処方を希望する方に
オンライン診療を提供する東京都臨時オンライン発熱診療セ
ンターを東京都が開設しました。



３．新型コロナウイルスへの取り組み

（10）日野消防署の取り組み
①救急出場件数（日野市内）の推移
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コロナ事案以外 コロナ事案

第４波以前はコロナ事案（疑いを含む）は少なく、医療機関の受診控えの影響もあり救急出場件数は少ない
傾向にあった。
第6波以降はコロナ事案、救急出場件数ともに大きく増加した。救急医療のひっ迫により自己受診をしよう
としても病院が見つからず、救急要請に至ったケースも見られた。

第6波以降はコロナ事案も増加

第１波 第２波 第３波 第４波 第５波 第６波 第７波 第８波



３．新型コロナウイルスへの取り組み

（10）日野消防署の取り組み
②現場滞在時間（救急隊が現場に到着してから現場を離れるまでの時間）平均の推移
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分

平均53分

平均28分
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３．新型コロナウイルスへの取り組み

（10）日野消防署の取り組み
③病院滞在時間（救急隊が病院に到着してから引揚げるまでの時間）平均の推移
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第1波 第2波 第3波 第4波 第5波 第6波 第7波 第8波

コロナ事案以外の現場活動時間及び病院滞在時間は緩やか延伸している
コロナ事案は感染拡大期とそれ以外の時期での差が大きく、感染拡大期に大きく延伸する傾向がある。現場滞在時間は、医
療体制のひっ迫により病院選定に時間を要したことが延伸の理由と考えられる。病院滞在時間は、①病院到着後に救急車内で
の待機の指示が多くなった。②救急車内の消毒に時間を要した。などが延伸の理由と考えられる。

平均54分

平均33分



３．新型コロナウイルスへの取り組み

（10）日野消防署の取り組み
④コロナ禍における救急活動状況
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• コロナ事案の最多病院連絡件数 １３９箇所

• １事案の最多病院連絡件数 ２３８箇所（救急隊２隊が交替で対応）

• １事案の最長現場活動時間 １３時間３６分（救急隊４隊が交替で対応）

※この事案は救急要請から医師引継ぎまで１４時間２３分を要している。

• 日野消防署救急隊３隊の１日における最長活動時間（年別）

日野救急隊 豊田救急隊 高幡救急隊

２０２０年 １７時間１８分／日 １８時間０７分／日 １９時間４７分／日

２０２１年 ２４時間２７分／日 ２９時間２６分／日 ２１時間３６分／日

２０２２年 ３０時間３３分／日 ２５時間１２分／日 ２７時間５７分／日

２０２３年 ２４時間２５分／日 ２３時間１７分／日 ２７時間０８分／日

※ 日をまたいだ活動があるため２４時間以上となっている。



３．新型コロナ6.ウイルスへの取り組み

（10）日野消防署の取り組み
⑤新型コロナ感染症患者（疑い含む）への救急隊行動要領
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消毒要領（１件毎に搬送先医療機関にて消毒実施）現場活動時、感染防止措置を徹底し活動

※ 新型コロナウイルス感染流行期は、通報時点では転倒等の外傷事案であっても、活動時に検温した結果、発熱症状がある
場合が多数あり、結果的に全事案に対し、通常より強化した感染防止措置を実施したうえで救急活動をしていた。

初期
新型コロナ感染症
患者陽性対応(つ
なぎ型感染防護衣
を着装）

中期～後期
新型コロナ感染症陽
性患者対応（不織布
型感染防止衣を着
装）

中期～後期
通常の救急活動
（ナイロン製感染
防止衣を着装）

新型コロナウイルス感染流行初期はつなぎ型感染防護衣を着装し活動し
ていた。その後、東京都ＭＣ協議会医師の医学的見解等を踏まえ、その
時期に即した感染防止措置を実施しながら対応。

コロナ前及び５類移
行後の現行
感染防止上衣着装、
危険が無ければヘル
メット離脱も可能



４．新型コロナウイルス感染症対策に要した主な経費

（1）一般会計①

62

①ワクチン接種体制整備、感染者支援など 97,238千円

地域PCR検査センター支援助成金
予防接種予約システム構築業務委託料
予診票等作成業務委託料 ほか

②感染拡大の取り組み（補助事業を含む）など 328,435千円

飛沫感染防止スクリーン、マスク、消毒液等の購入
オンライン会議環境整備費
事業者に対する感染症拡大防止対策支援金 ほか

③市民生活支援、事業者支援など 627,260千円

飲食店応援セミナー講師謝礼
経済支援事業業務委託料
中小企業者事業継続支援補助金 ほか

令和2年度

①ワクチン接種体制整備、感染者支援など 2,785,171千円

（予防接種会場）駐車場整備等工事
自宅療養者向け食糧費
地域PCR検査センター支援助成金
ワクチン接種体制整備運営業務委託料
ワクチン集団接種運営業務委託料、ワクチン個別接種等業務委託料
ワクチン接種費用負担金 ほか

②感染拡大の取り組み（補助事業を含む）など 100,804千円

福祉避難所感染症対策用備品
子ども関連施設、教育現場等におけるPCR検査業務委託料
事業者に対する新型コロナウイルス感染症対策支援補助金 ほか

③市民生活支援、事業者支援など 313,517千円

適度な外出機会と健康づくり業務委託料
学生向け食料品配布等生活支援業務委託料
生活困窮者自立支援金
キャッシュレス決済経済支援事業業務委託料 ほか

令和３年度



４．新型コロナウイルス感染症対策に要した主な経費

（２）一般会計②

63

①ワクチン接種体制整備、感染者支援など 2,270,079千円

自宅療養者向け食糧費
地域PCR検査センター支援助成金
ワクチン接種体制整備運営業務委託料
ワクチン集団接種運営業務委託料、ワクチン個別接種等業務委託料
ワクチン接種費用負担金 ほか

②感染拡大の取り組み（補助事業を含む）など 53,329千円

感染症拡大防止対策支援金
子ども関連施設、教育現場等におけるPCR検査業務委託料
事業者に対する新型コロナウイルス感染症対策支援補助金 ほか

③市民生活支援、事業者支援など 887,335千円

適度な外出機会と健康づくり業務委託料
生活困窮者自立支援金
キャッシュレス決済経済支援事業業務委託料
ものづくり事業者電気料金支援補助金 ほか

令和４年度 （決算見込額）



４．新型コロナウイルス感染症対策に要した主な経費

（３）市立病院事業会計
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194,620千円

発熱外来区画の建物整備
発熱外来棟のリース費
検査機器や医療機器の購入
感染防護服の購入 ほか

令和2年度

48,440千円

発熱外来棟のリース費
医療機器の購入
感染防護服の購入 ほか

令和３年度

令和４年度 （決算見込額）

21,227千円

発熱外来棟のリース費
感染防護服の購入 ほか
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